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（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

・更に付加価値ある製品作りに他社と
のコラボレーションを反映させてい
く。

・コーティング、熱処理などの弊社が
持ち合わせていない技術を導入して試
作品を完成させ今年度中に発売予定。

・他社技術をモジュール化して、弊社
製品に組み込んで新製品として、市場
に展開する。

その他
・ＳＤＧ`s委員会を設置し、月１程度
の会議を開催する。

既存の「感謝・ありがとう委員会」を
改称し、活動中。

コロナ禍においても活動可能なテーマ
を検討・実施する。

・ＩＴ化を推進することで、ペーパー
レス化の実現を一歩進める。

・事業再構築補助金の採択を受けて、
今後更なるＩＴ化を推進します。

・２０２２年１０月以降より試験的に
実施予定。

・事業所周辺のゴミ拾い・草取りを月
１回実施予定。

・コロナ禍のえいきょうで、大人数で
の実施が困難となり中止した。

・実施においてはコロナ禍終息を前提
とした継続的課題としたい。

・第３工場の空調導入予定
・計画実施は２０２１年度から２０２
２年度にずれ込んだ。（メーカーの品
不足、作業者不足等）

・２０２２年、今期に実施予定

・現状の古い設備をリストアップして
順にリプレースのための準備を行う。

・2,021年3月に1990年以前の機械設備
を省力化されかつロボット装着のCNC
工具研削盤にリプレースした。

・今年度は大きな設備のリプレース予
定はありません。

・リモート展への参加
・2022年には2度のリアル展に参加し
たため、リモート展への参加は取りや
めた。

・外国人実習生の採用とその情報交換
に努める。

・コロナ禍により、ほぼ壊滅的な状況
であった。

・ベトナムまたは中国を念頭において
継続的課題としたい。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとお
り取り組むことを宣言します。

報告日 2022

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

基本と原則に忠実に、ものづくりとサービスを実践することで、顧客と社会の「今」と「未来」を創り、一人ひとりの社員
とその家族の幸福を実現し、維持発展させる。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

品質の向上に常に取り組む。そのために工程の改善、人材の育成を日々進め、安定した品質と最適なコストを達成するよう
に努める。

目標に関連する取組内容

・機械メーカー主催のアプリ研修に女
子社員の参加を。

・機械を操作しながらのアプリ研修は
コロナ禍の影響で中止または延期と
なった。

・実施検討の継続。

・朝礼、各種会議打ち合わせ等を活用
し「朝ご飯運動」を推進する。

・コロナ禍の為、全体朝礼やリアル会
議が実施しにくくなり、推進できな
かった。

・月一度の勉強会を実施、活用して、
新製品を３つ以上開発して、2021年10
月の展示会で披露する。

・名古屋で開催された木工機械展にお
いて、旧製品のブラッシュアップした
製品を５点投入できた。

・勉強会の継続および展示会での３点
以上の成果発表（新製品およびブラッ
シュアップ製品）を継続。

1 事業所

株式会社松岡カッター製作所

http://matsuoka-cutter.jp

静岡県静岡市葵区古庄２丁目１８－４６

420-0812

67 人

３．製造業

５ 所　　在　　地

ホームページＵＲＬ

業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

代表取締役　社長

松岡　克彦


